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博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

本学位申請論文は、三重県西部の松阪市飯高町月出で東西方向に延長される中央構造

線上盤を構成する領家帯花崗岩類起源のマイロナイト（延性剪断岩）の発展過程につい

て、野外調査および室内での各種分析に基づき考察したものである。本マイロナイトは、

中央構造線から北へ約 1 kmの幅で分布し、複数の原岩に由来する。本学位申請論文は、

中央構造線から北側 300-1000 m に分布する花崗岩起源マイロナイトについて、石英の

変形・再結晶微細構造の空間変化の解析を行った。その結果、中央構造線から北へ 500 

m に位置する地点より北側では石英は中温条件で粒子境界移動により、南側では低温条

件で亜結晶粒子回転により動的再結晶したことを明らかにした。一方、本学位申請論文

は、石英プールの変形で示される歪楕円体で定義される片理は、この石英の微細構造変

化で定義される境界に向けて西北西―東南東方向から東西方向に変化するほか、石英ｃ

軸ファブリック強度も増加することを示し、本境界が逆断層成分を伴う上盤西ずれの剪

断帯であることを初めて明らかにした。また、本学位申請論文は石英、カリ長石および

斜長石の細粒集合体より構成される多鉱物集合体バンドに着目し、上記剪断帯に向かっ

てバンドの幅が減少するほか、密度が増加することを示した。さらに、多鉱物集合体バ

ンド中のカリ長石および斜長石は、やはり上記境界に向かって、ミルメカイト反応や溶

解沈殿反応によって細粒化し、細粒化が岩石の強度を下げ変形の局所化を促進している

ことを明らかにした。これまで Sibson (1977)- Scholz(1988)モデルでは、中央構造線の

様な地殻を横切る剪断帯では、深部から浅部へ温度の低下とともに変形が局所化して剪

断帯の幅が狭まることが指摘されていたが、本学位申請論文は具体的な変形局所化過

程・機構を示した研究として高く評価される。一つの興味深い点は、上記の境界が直接

中央構造線に発展したのではなく、引き続く剪断帯形成によって花崗岩起源マイロナイ

トは中央構造線から北側 300 m 以南のトーナライト起源のプロトマイロナイトに接合

し、最終的に中央構造線から北側 50 m 以内で低温条件で歪の局所化が起こってウルト



ラマイロナイトが形成され、現在の中央構造線に発展したことが先行研究も参照にして

明らかとなったことである。したがって、本学位申請論文は、地殻を横切る断層帯は

Sibson-Scholz モデルで示されたように、一つの剪断帯で歪の局所化が生じ形成される

のではなく、もともと複数の剪断帯が形成され、それぞれで歪の局所化が生じ、複数の

剪断帯の内いずれか一つが選択されて大規模断層に発達するという過程を明らかにし

たと言える。 

以上、本学位申請論文は、剪断帯の軟化と歪の局所化という構造地質学における第１

級の問題に取り組み、本分野に多くの新知見をもたらした。よって、著者は、博士の学

位を取得する十分な資格があると判断される。 

 

 


